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北朝鮮製スーパーノートＤＢ券バージョン２の特徴

紙幣記番号の D は(SERIES)発行 2003 年を意味し、G は発行したシカゴ連邦銀行を意味
する。偽造券の B は同様にニューヨーク連邦銀行を意味する。比較対象の真正券におい
て DB券が入手できなかったので本稿では仕様を一にする DG券を代用する。

スーパーノートＤＢ券は２００７～２００８年に多く出回った種類であるが、昨年後半

からその修整版とも言えるＤＢ券バージョン２が出現した。その流通量は今年増大傾向に

ある。本稿では解説に際し初代ＤＢ券はＤＢ券ｖ１と称し、修整版のＤＢ券バージョン２

はＤＢ券ｖ２と称することとした。ちなみに２００５年に猛威をふるったスーパーノート

ＣＢ券はＣＢ券ｖ３の３種が発見されている。

以下にスーパーノートＤＢ券ｖ２の特徴を記する。

１．表面全体写真

上：真正ＤＧ券

（以下、真正券）

中：偽造ＤＢ券

スーパーノート

北朝鮮製

（以下、ＤＢ券ｖ１）

下：偽造ＤＢ券バー

ジョン２

スーパーノート

北朝鮮製

（以下、ＤＢ券ｖ２）



- 2 -

裏面の右下に刻まれた小さな数字２８はバックプレート番号で、印刷ドラムに装填され

た版プレートの場所を示している。ＤＢ券ｖ１とｖ２が奇しくも同じである。ＤＢ券ｖ２

では表面のブラックシールや紙幣記番号、ＡＭＥＲＩＣＡなどの印刷がさほど透けて見え

ない。紙が厚いのかとマイクロメーターで計測すると、０．１２～０．１３ｍｍでむしろ

膨らんだ真正流通券よりうすいと言わざるを得ない。

実は凹版印刷の押圧に差があり、真正券とＤＢ券ｖ１ではいわゆるエンボス痕が顕著で

あるのに対し、ＤＢ券ｖ２では押圧力が弱いためか、エンボス痕つまり刻印の刻まれ方が

浅い感がある。ゆえに透けて見えないように感ずるものと解されるのである。

以下に拡大写真、紫外線写真などでその特徴を解析する。

２．裏面全体写

上：真正ＤＧ券

（裏面）

中：偽造ＤＢ券

スーパーノート

北朝鮮製

下：偽造ＤＢ券バー

ジョン２

スーパーノート

北朝鮮製
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３．画像デザイン的差異（表面）

１）「１００」の「１」エッジ

真正券ではシャープに尖っている。

丸みを帯びている。

丸みを帯びている。

真正券

ＤＢ券ｖ１

ＤＢ券ｖ２

マークのデザイン的な差異と

して「１」字の上下２カ所につ

いて真正券では鋭角的（とがっ

た）なデザインであるのに対し、

偽造券では面取りしたような丸

みがついている。
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２）「１００」の「１」エッジ

半月状の先端がとがっている。

半月状の先端が丸みを帯びている。

ＤＢ券ｖ１と同様である。

真正券

ＤＢ券ｖ１

ＤＢ券ｖ２
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３）財務商印のデザイン

（外輪郭線の歯形）

ＤＢ券ｖ１と同様である。

やや鋭角度が増しているようにも

見える。

真正券

ＤＢ券ｖ１

ＤＢ券ｖ２

表面右側の緑色財務商印の外

輪郭線部分には小さな歯形が付

いてい

る。

偽造券ではややとがっている

ように見える。さらに、真正券

の歯形の縁には凸版印刷に見ら

れる現象であるマージナルゾー

ンが認められる。
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４．マイクロ文字

１）マイクロ文字の大きさと解像度

真正券ではＥ、Ａ、Ｆなどが不鮮明。

ＤＢ券ｖ１ではＥ、Ａ、Ｆなどが鮮明。

真正券よりやや文字が大きい。

このことが偽造券のほうが鮮明に見える

理由となっている。

ＤＢ券ｖ１ではＥ、Ａ、Ｆなどが鮮明。

真正券

ＤＢ券ｖ１

ＤＢ券ｖ２
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５．ハッチング画線（ビュラン痕）

１）ハッチング画線
真正券

ＤＢ券ｖ１

ＤＢ券ｖ２

表面の上部左右には金種のマ

ーク「１００」字が見られるが、

下側影部分のハッチング、すな

わち微細集合線について、真正

券では１本々の間隔が均一でな

く手彫りの感じがうかがい知れ

る。

偽造券ではこの部分は文字の

輪郭線から放射線状に広がる波

紋画線となっており、偽造とい

うよりは独自のデザインで造ら

れている。

ＤＢ券ｖ１と同様である。
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６．記番号サイズ

１）「Ｄ」字

ＤＢ券ｖ１のほうが文字高が高い。

ＤＢ券ｖ１と同様である。

真正券

ＤＢ券ｖ１

ＤＢ券ｖ２

3.43mm

3.77mm

3.73mm

真正券のほうが文字高が低い
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２）「Ａ」字

真正券のほうが文字高が低い。

ＤＢ券ｖ１のほうが文字高が高い。

ＤＢ券ｖ１と同様である。

真正券

ＤＢ券ｖ１

ＤＢ券ｖ２

3.73mm

3.68mm

3.53mm
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７．画像デザイン的差異（裏面）

１）金種マーク「１００」の「１」

ＤＢ券ｖ１より真正券に近い。

やや改善されている。

真正券

ＤＢ券ｖ１

ＤＢ券ｖ２

裏面の金種マーク「１００」

の「１」、始筆部の先端が丸み

を帯びつつもとがっている。

ＤＢ券ｖ１では角張ってい

る。
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２）金種マーク「１００」の「０」

ＤＢ券ｖ１と同様である。

真正券

ＤＢ券ｖ１

ＤＢ券ｖ２

面の４隅には金種マーク「１

００」の文字が角文字的なデザ

インで印刷されているが、縦画

線の中のハッチングについて、

真正券では決して均一な仕上が

りではなく職人の手によるビュ

ラン（彫刻刀）痕であることが

わかりやすい。この部分を縦画

線とみた場合わずかに右に膨ら

み湾曲している。

しかしながら、偽造券では

あくまで均一な画線が続き機械

的な風情を感ずるのである。こ

の部分を縦画線とみた場合わず

かに左に膨らみ湾曲している。



- 12 -

３）時計台のデザインの差異

ＤＢ券ｖ１では先端が出ていない。

ＤＢ券ｖ２では先端が出ている。

この点ｖ１より改善されている。

真正券

ＤＢ券ｖ１

ＤＢ券ｖ２

時計盤のデザイン的な見方か

ら偽造券のほうが１～２分すす

んでいるとの見方もある。しか

しながら、多分に情緒的な表現

となるため、鑑定に際しては「あ

るか、ないか」の判断をするこ

とが望ましい。長針の先端が輪

郭線から外へ出ている。
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４）時計台窓枠のデザインの差異

ＤＢ券ｖ１では実線の表記である。

この線

ＤＢ券ｖ１と同様である。

真正券

ＤＢ券ｖ１

ＤＢ券ｖ２

裏面中央部に描かれた独立記

念館の屋根部分の画線の有無あ

るいは濃淡について差異が見ら

れる。真正券では極めて薄く、

細い縦の画線であるが、偽造券

では明瞭に描かれ印刷されてい

る。むしろ偽造券のほうが出来

映えがよい言る部分である。
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５）街灯中の右の縦画線

街灯の縦画線が消えている

この部分

ＤＢ券ｖ１と同様である。

真正券

ＤＢ券ｖ１

ＤＢ券ｖ２

街灯中の右の縦画線が、真正

券では実線で描かれているのに

対し、偽造券では中程の画線が

消えているように見える。
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８．透過光写真（表面）

すかしは真正券、ＤＢ券ｖ１、ＤＢ券ｖ２とも紙の凹凸により表現されている。すか

しの肖像はみな違った顔に見える。実は真正米ドルのすかしは泣き顔、怒り顔、笑い顔

の３種類ほどあるが微妙な差異があってこそ、かえって注意を刺激し鑑定を促す。
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９．紫外線蛍光写真（表面）

１）表面

紫外線すなわちブラックライトを投射し、その反射蛍光が青白く発光する。ＤＢ券ｖ

２では記番号が消えて見える。
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２）（裏面）

ＤＢ券ｖ１で見られた油分の蛍光発色もｖ２では見られない。
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10．赤外線写真（表面）

１）（表面）

上から真正券、ＤＢ券ｖ１、ＤＢ券ｖ２である。ＤＢ券ｖ２では記番号が薄く見える
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１）（表面）

縦のストライプは赤外線インクを透過するため画像が消えたように見える。細かっ

たストライプがＤＢ券ｖ２では改善されている。

（※米ドルでは金種によりストライプの位置と幅が異なる。）

ＤＢ券ｖ２ではこの細線が再現されている。
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11．混抄着色繊維（９００倍に拡大）

１）（青色）

混抄繊維の断面が３段に膨らんだ楕円であるのに対し、偽造券ＤＢ券ｖ１、ＤＢ券ｖ

２では２段に膨らんでいる。

断面図

ＤＢ券ｖ１と同様である。

真正券

ＤＢ券ｖ１

ＤＢ券ｖ２
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２）（青色）

断面図

ＤＢ券ｖ１と同様である。

以上、2010年 3月 3日作成。 偽造通貨対策研究所 所長遠藤智彦

真正券

ＤＢ券ｖ１

ＤＢ券ｖ２
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付録：スーパーノートＤＢ券ｖ２の改善点（裏面の印刷サイズ）
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おわりに

今回お知らせするＤＢ券ｖ２（バージョン２とやむなく命名）は、昨年あたりから出ま

わりはじめた、いわばＤＢ券の修整進化版ということになります。ＤＢ券ｖ２の基本仕様

はＤＢ券と同じなのですが、いままで鑑定のチェックポイントとなっていた箇所が真正券

と同じに修整され、より発見が困難になっています。

偽造券が修整されるということは発見の手がかりを消すために他ならず、より通用力を

強化し、さらには陳腐化による闇市場での価格下落をおさえる狙いも考えられるわけです。

それでは、ＤＢ券ｖ２はどこがどう変わったのか？ ということですが、これを理解す

るには真正券、ＤＢ券、ＤＢ券ｖ２の３仕様を並記して説明する必要があります。そこで

今回の鑑定マニュアルは各頁に上段＝真正券、中断＝ＤＢ券、下段＝ＤＢ券ｖ２のように

配置し、拡大写真を参照しつつ視認していただくこととしました。

もちろんＤＢ券ｖ２において、発見の手がかり、すなわち真正券との差異がすべて払拭

されたわけではありません。そのまま改善されず旧態依然とした箇所も多数あります。し

かしながら、この徐々なる進化の仕方は９０年代のスーパーＫと通ずるものがあり、私と

してはスーパーノートらしい進化のしかたと解している次第です。

ところで、いわゆる９６年券のスーパーノート（スーパーＸ系）にはＡＢ券やＣＢ券、

ＤＢ券など～Ｂが多いのはなぜでしょうか。思うに記号～Ｂはニューヨーク連銀発行の意

味であり、１２連銀の中で発行部数も多く、人気があるためと考えられるのです。ちなみ

にあたまのＡやＣは発行年度を示しています。Ｃは SERIES2001（ポール・オニール）で
あり、D は SERIES2003（ジョン・スノー）の意味になり、財務長官の任期ごとに更新さ
れるのはご承知のとおりです。

古い話ですが、１９８０年代前期に発見された偽造米ドルは非常に品質が悪く、科学警

察研究所の鑑定担当者らと「何故だろうね？」との意見交換のしたことがありました。後

日８０年代前期の真正券が後期にものに比べ、インクの粘性不足で紙面にじんだような印

刷不良紙幣が多数発見され、結局真正券のできばえが悪かったため、偽造券の品質も落ち

たとの理解に達しました。

スーパーノート出現前夜のはなしです。

追伸：目視による鑑定では、当該偽造券とは異なる種類の偽造券が世の中には存在してお

り、本マニュアルで指摘した特徴を具有しない偽造券もあり、この点注意を要します。

2010年 3月 4日
偽造通貨対策研究所 所長遠藤智彦


